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みんなの
　　介護保険
みんなの
　　介護保険

【要支援の方】【非該当の方】
要支援の方は介護予防・日常生活支援総合事業が利用できます。サービ
スを利用する場合は、介護予防ケアプラン（介護予防サービス計画）の作
成が必要です。また、非該当の方でも、サービス利用ができる場合もあり
ます。まずは地域包括支援センターへご相談ください。

【要介護の方】
要介護の方は介護保険の介護サービスが利用できます。サービスを利用す
る場合はケアプラン（介護サービス計画）の作成が必要です。ケアプランはケ
アマネジャーが作成します。まずはケアマネジャーのいる居宅介護支援事業
者（赤穂市内に11の事業所があります）へご相談ください。

●介護が必要になったら？
→６５歳以上の人は、まず申請が必要です。また、４０
歳から６４歳で医療保険に加入している方は、加齢に
伴う病気（がん末期、関節リウマチなど１６種）によっ
て介護が必要と認められれば、要介護認定を受けら
れます。

●申請の方法は？
→本人または家族が、市役所介護保険課の窓口で申請
をします。申請が出されると、調査員の訪問調査やかか
りつけ医の意見書をもとに、要介護認定が行われます。
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介護サービスを利用するためには、まず市へ申請を行います。市へ申請をすると調査員に
よる認定調査が行われます。聞き取りにより暮らしぶりや現況について確認され、主治医
の意見書と共に介護認定審査会において要介護認定がおります。
要介護認定は、身体状況に応じ「要介護 1～ 5」「要支援 1・2」「非該当」の区分に分かれ
ます。
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No.22

Ｑ．活動を始めたきっかけは？
Ａ．「子どもたちのいきいきとした姿を村の人に知ってもらいた
い」子ども会役員をした時にそう思い、子ども会の広報紙を作っ
たのが始まりです。子ども会会員の家だけに配布していました
が、その後、自治会の広報紙も作ることとなり、両紙とも全戸配
布されるようになりました。

Ｑ．活動をしていてうれしかったことは？
Ａ．子どもたちの作文や活動などを載せた時、子や孫と住んでい
ないおばあさんたちの、「これはどこの子や？」「誰それさんち
の孫やがな」というような話題が聞かれたことです。また、子ど
もからおじいさんおばあさんまでいろんな人に会えることがなに
より楽しい。子どもには子どもの目線で、年上の方には敬意を
持って出会いを楽しんでいます。

Ｑ．これからの目標は？
Ａ．活動が生活のリズムの中にあり、時期に合わせて体が自然と
動きます。振り返れば、月１回の発行をこれまで一度も休んだこ
とはなく、続けることが一つの自分の健康法かもしれません。よ
どむことのない空気の存在でありたいです。

　今回は、もうすぐ４００号を迎える自治会広報紙「ふくうら」の発
行に携わっている吉栖さんにお話を聞きました。

神出鬼没の一匹狼
吉栖清美さん（福浦本町）
よしずみ

　7月15日（日）、つばき公園にて駅北自治
会主催の三世代交流カレーづくりが実施さ
れ、約90名が参加しました。グラウンドゴル
フや輪投げを楽しんだ後、みんなで作ったカ
レーを食べながら交流しました。
　イチからカレー作りに参加した、射延直澄
くんと吉松智樹くん（ともに小６）は、「野菜を
切ったり準備は大変だったけど、長寿会（老
人会）の人とも仲良くなれて良かったです」と
話していました。

　一昨年に実施した出会いの広場事業で出会ったカップルより、成婚の報告があり
ました。平成２５年からこの事業を開始し、成婚の報告第３号です。当協議会より記
念品を贈呈させていただきました。
　心よりお二人の末永い幸せをお祈り申し上げます。おめでとうございました。 （ち）
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振袖 ゲストドレス

　貸衣裳室では、上記以外にも婚礼衣裳、七五三衣裳、長寿祝着など、数多くの種類
を取り揃えています。ぜひ一度お越しいただき、ご覧ください。

●貸衣裳受付時間
　月～金曜日（祝日を除く）　　午前９時～午後５時
　第１・第３土曜日（祝日を除く） 午前９時～正午
●場　所
　総合福祉会館　2階貸衣裳室

貸衣裳事業の収益金は地域福祉活動
の貴重な財源となっています。

※料金の詳細については、社協ホーム
ページまたは貸衣裳室（☎42-1397）で
ご確認ください。

留袖

9月から
facebookを
始めました！

　8月25日（日）、海の駅「しおさい市場」に
おいて、小島自治会主催による「三世代交流
ふれあい夏まつり」が開催され、住民５８名が
参加しました。その中で、三世代混合班対抗
輪投げ大会が実施され、各々の投げ方で高
得点の的を狙いました。
　「子どもは地域の宝です。地域のみんなで
過ごした今日が、良い思い出になれば」と酒
井増二自治会長は話していました。



日本の平均寿命　※平成30年簡易生命表参照 赤穂市の高齢化率
　　　　　　　　　　※令和元年 6月末現在

写真は赤穂市最高齢夫婦の中谷利男さん（100 歳）浪子さん（94 歳）
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　現在の敬老の日は、１９５４年（昭和２９年）に「としよりの日」と
して設けられたのが始まりです。この呼び方に各界から異議が起こり、
「老人の日」となり、そして１９６６年（昭和４１年）に現在の「敬老の日」
と改められ、国民の祝日となりました。
　敬老の日という名称は、「国民の祝日に関する法律」には、「多年に
わたり社会につくしてきた老人を敬愛し、長寿を祝う」と書かれていま
す。まさにそのとおりであり、今の社会を築けあげてきたのは、他なら
ぬ高齢者の皆様方です。
　2010 年に超高齢社会※に突入した日本。日本人の平均寿命は年々
伸び続け、「人生 100 年時代」とまで言われています。今回は、敬老
を迎えてなお、地域活動や趣味の活動など、心豊かに年を重ねている
方々を取材しました。

※65 歳以上の人口の割合が全人口の 21％を占めている社会　老齢人口 ( 高齢者人口 )÷ 総人口×100
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31.9%
（日本の高齢化率 27.7%
　※総務省「人口推計」平成 29年 10月 1日）

男性

81.25歳
女性

87.32歳

健康の秘訣は自分に合った活動を
無理をしないで続けること
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こ
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が
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と
思
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、
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の
時

に
日
本
赤
十
字
病
院
看
護
学

科
に
入
学
。
戦
争
中
は
満
州
の

陸
軍
病
院
で
看
護
師
と
し
て

勤
務
。
帰
国
後
、
保
健
師
資

格
を
取
得
し
、
30
年
間
保
健

所
で
勤
務
し
ま
し
た
。
退
職
後

は
赤
穂
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
仕

事
の
お
手
伝
い
を
90
歳
ま
で
し

て
い
ま
し
た
。

大
き
な
病
気
を
し
た
こ
と
が

な
い
久
田
さ
ん
で
し
た
が
、
昨

年
10
月
、
階
段
を
踏
み
間
違

え
て
左
膝
を
骨
折
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
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で
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な
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が
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結
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。
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以
後
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と
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」
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の
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に
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淋
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間
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な
い
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ど

毎
日
動
き
回
っ
て
い
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」
と
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こ
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。
月
１
回
の
老
人
会
活

動
、
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民
館
の
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裁
学
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と
い

き
い
き
サ
ロ
ン
、
週
１
回
の
い

き
い
き
百
歳
体
操
を
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に

し
て
い
ま
す
。
い
き
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き
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歳

体
操
で
は
、
保
健
師
の
資
格
を

生
か
し
て
血
圧
測
定
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
し
て
い
ま
す
。
畑
仕

事
も
毎
日
こ
な
し
、
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っ
と
し

て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
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３
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を
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則
正
し
く

取
り
、
朝
晩
の
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ッ
ド
で
の
柔

軟
体
操
は
何
十
年
も
欠
か
し
て

い
ま
せ
ん
。

年
齢
を
考
慮
し
て
３
年
前
に

免
許
証
を
自
主
返
納
し
ま
し

た
。
今
は
バ
ス
で
の
移
動
に
加

え
、
明
石
在
住
の
息
子
さ
ん

が
毎
週
日
曜
日
に
赤
穂
に
帰
っ

て
き
て
買
物
に
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
る
こ
と
も
楽
し
み
で
す
。

久田　秀子さん
（木津）（94歳）

～強い気持ちで努力すれば
何でもできる～

健康の秘訣は
　　家でじっとしていないこと

「
戦
争
は
絶
対
に
し
て
ほ
し

く
な
い
」

戦
争
を
経
験
し
て
い
る
安

川
さ
ん
は
、東
中
学
校
区
の

保
・
幼
・
小
・
中
学
校
を
中
心
に

平
和
の「
語
り
部
」活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。昨
年
は
高
砂
市
、今

年
は
加
古
川
市
で
も『
今
、伝

え
た
い
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和

の
尊
さ
』と
題
し
た
講
演
会
の

講
師
と
し
て
招
待
さ
れ
ま
し

た
。現
在
、戦
争
に
つ
い
て
の
本

を
執
筆
中
で
、写
真
展
も
企
画

し
て
い
る
と
の
こ
と
。自
分
が

で
き
る
活
動
を
通
じ
て
、「
戦
争

反
対
」を
後
世
に
伝
え
て
い
ま

す
。安

川
さ
ん
に
は
多
く
の
趣
味

が
あ
り
ま
す
。ま
ず
は
ア
サ
ガ

オ
づ
く
り
。「
ア
サ
ガ
オ
で
地
域

お
こ
し
を
」と
の
願
い
を
込
め

て
、
20
年
以
上
前
か
ら
、自
宅

と
畑
で
１
０
０
鉢
以
上
の
ア

サ
ガ
オ
を
育
て
る
傍
ら
、苗
や

種
を
尾
崎
公
民
館
で
無
料
配

布
し
て
い
ま
す
。

次
に
寺
社
仏
閣
巡
り
。北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
を
回

り
、朱
印
帳
は
25
冊
以
上
に
な

り
ま
し
た
。

ボ
ー
リ
ン
グ
の
ベ
ス
ト
ス
コ
ア

は
２
９
９
。グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

は
市
民
体
育
祭
個
人
の
部
で
３

回
の
優
勝
経
験
が
あ
り
、ス
コ

ア
は
常
時
10
台
で
す
。

大
好
き
な
塗
り
絵
は
、認
知

症
予
防
に
な
っ
て
い
ま
す
。今

後
、高
齢
者
大
学
で
広
め
て
い

く
予
定
と
の
こ
と
。ま
た
、毎
朝

５
時
か
ら
行
う
天
声
人
語
の
書

き
写
し
は
日
課
で
す
。

活
動
的
か
つ
情
熱
的
な
安
川

さ
ん
。安
川
さ
ん
の
お
父
さ
ん

が
１
０
７
歳
で
亡
く
な
っ
た
の

で
、目
標
は
１
０
８
歳
ま
で
生

き
る
こ
と
で
す
。長
男
夫
婦
と

孫
３
人
の
大
好
き
な
家
族
に
囲

ま
れ
て
、今
日
も
自
分
に
で
き

る〝
努
力
〞
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

安川　昭雄さん
（さつき町）（92歳）

～好きな言葉は“努力”～

P03　2Ｃ（スミとマゼンタ） P02　2Ｃ（スミとマゼンタ）
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日本の平均寿命　※平成30年簡易生命表参照 赤穂市の高齢化率
　　　　　　　　　　※令和元年 6月末現在

写真は赤穂市最高齢夫婦の中谷利男さん（100 歳）浪子さん（94 歳）

９月は敬老月間です９月は敬老月間です
祝
敬
老　

長
寿
の
輝
き

祝
敬
老　

長
寿
の
輝
き

　現在の敬老の日は、１９５４年（昭和２９年）に「としよりの日」と
して設けられたのが始まりです。この呼び方に各界から異議が起こり、
「老人の日」となり、そして１９６６年（昭和４１年）に現在の「敬老の日」
と改められ、国民の祝日となりました。
　敬老の日という名称は、「国民の祝日に関する法律」には、「多年に
わたり社会につくしてきた老人を敬愛し、長寿を祝う」と書かれていま
す。まさにそのとおりであり、今の社会を築けあげてきたのは、他なら
ぬ高齢者の皆様方です。
　2010 年に超高齢社会※に突入した日本。日本人の平均寿命は年々
伸び続け、「人生 100 年時代」とまで言われています。今回は、敬老
を迎えてなお、地域活動や趣味の活動など、心豊かに年を重ねている
方々を取材しました。

※65 歳以上の人口の割合が全人口の 21％を占めている社会　老齢人口 ( 高齢者人口 )÷ 総人口×100

　現在の敬老の日は、１９５４年（昭和２９年）に「としよりの日」と
して設けられたのが始まりです。この呼び方に各界から異議が起こり、
「老人の日」となり、そして１９６６年（昭和４１年）に現在の「敬老の日」
と改められ、国民の祝日となりました。
　敬老の日という名称は、「国民の祝日に関する法律」には、「多年に
わたり社会につくしてきた老人を敬愛し、長寿を祝う」と書かれていま
す。まさにそのとおりであり、今の社会を築けあげてきたのは、他なら
ぬ高齢者の皆様方です。
　2010 年に超高齢社会※に突入した日本。日本人の平均寿命は年々
伸び続け、「人生 100 年時代」とまで言われています。今回は、敬老
を迎えてなお、地域活動や趣味の活動など、心豊かに年を重ねている
方々を取材しました。

※65 歳以上の人口の割合が全人口の 21％を占めている社会　老齢人口 ( 高齢者人口 )÷ 総人口×100

31.9%
（日本の高齢化率 27.7%
　※総務省「人口推計」平成 29年 10月 1日）

男性

81.25歳
女性

87.32歳

健康の秘訣は自分に合った活動を
無理をしないで続けること

「
人
の
お
役
に
立
つ
こ
と
が

し
た
い
」
と
思
い
、
10
代
の
時

に
日
本
赤
十
字
病
院
看
護
学

科
に
入
学
。
戦
争
中
は
満
州
の

陸
軍
病
院
で
看
護
師
と
し
て

勤
務
。
帰
国
後
、
保
健
師
資

格
を
取
得
し
、
30
年
間
保
健

所
で
勤
務
し
ま
し
た
。
退
職
後

は
赤
穂
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
仕

事
の
お
手
伝
い
を
90
歳
ま
で
し

て
い
ま
し
た
。

大
き
な
病
気
を
し
た
こ
と
が

な
い
久
田
さ
ん
で
し
た
が
、
昨

年
10
月
、
階
段
を
踏
み
間
違

え
て
左
膝
を
骨
折
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
歩
け
な
く
な
る
の
で

は
？
と
不
安
に
な
り
ま
し
た

が
、「
歩
け
る
よ
う
に
な
る
ん

だ
」
と
強
く
思
い
、
リ
ハ
ビ
リ

を
頑
張
っ
た
結
果
、
３
カ
月
後

に
は
完
治
。
主
治
医
も
び
っ
く

り
し
た
そ
う
で
す
。

８
年
前
に
ご
主
人
が
他
界
。

以
後
ひ
と
り
暮
ら
し
で
す
。「
ひ

と
り
暮
ら
し
は
淋
し
く
な
い
で

す
か
？
」
と
の
問
い
に
、「
淋

し
い
と
感
じ
る
間
も
な
い
ほ
ど

毎
日
動
き
回
っ
て
い
ま
す
」
と

の
こ
と
。
月
１
回
の
老
人
会
活

動
、
公
民
館
の
洋
裁
学
級
と
い

き
い
き
サ
ロ
ン
、
週
１
回
の
い

き
い
き
百
歳
体
操
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
い
き
い
き
百
歳

体
操
で
は
、
保
健
師
の
資
格
を

生
か
し
て
血
圧
測
定
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
し
て
い
ま
す
。
畑
仕

事
も
毎
日
こ
な
し
、
じ
っ
と
し

て
い
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
３
食
を
規
則
正
し
く

取
り
、
朝
晩
の
ベ
ッ
ド
で
の
柔

軟
体
操
は
何
十
年
も
欠
か
し
て

い
ま
せ
ん
。

年
齢
を
考
慮
し
て
３
年
前
に

免
許
証
を
自
主
返
納
し
ま
し

た
。
今
は
バ
ス
で
の
移
動
に
加

え
、
明
石
在
住
の
息
子
さ
ん

が
毎
週
日
曜
日
に
赤
穂
に
帰
っ

て
き
て
買
物
に
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
る
こ
と
も
楽
し
み
で
す
。

久田　秀子さん
（木津）（94歳）

～強い気持ちで努力すれば
何でもできる～

健康の秘訣は
　　家でじっとしていないこと

「
戦
争
は
絶
対
に
し
て
ほ
し

く
な
い
」

戦
争
を
経
験
し
て
い
る
安

川
さ
ん
は
、東
中
学
校
区
の

保
・
幼
・
小
・
中
学
校
を
中
心
に

平
和
の「
語
り
部
」活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。昨
年
は
高
砂
市
、今

年
は
加
古
川
市
で
も『
今
、伝

え
た
い
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和

の
尊
さ
』と
題
し
た
講
演
会
の

講
師
と
し
て
招
待
さ
れ
ま
し

た
。現
在
、戦
争
に
つ
い
て
の
本

を
執
筆
中
で
、写
真
展
も
企
画

し
て
い
る
と
の
こ
と
。自
分
が

で
き
る
活
動
を
通
じ
て
、「
戦
争

反
対
」を
後
世
に
伝
え
て
い
ま

す
。安

川
さ
ん
に
は
多
く
の
趣
味

が
あ
り
ま
す
。ま
ず
は
ア
サ
ガ

オ
づ
く
り
。「
ア
サ
ガ
オ
で
地
域

お
こ
し
を
」と
の
願
い
を
込
め

て
、
20
年
以
上
前
か
ら
、自
宅

と
畑
で
１
０
０
鉢
以
上
の
ア

サ
ガ
オ
を
育
て
る
傍
ら
、苗
や

種
を
尾
崎
公
民
館
で
無
料
配

布
し
て
い
ま
す
。

次
に
寺
社
仏
閣
巡
り
。北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
を
回

り
、朱
印
帳
は
25
冊
以
上
に
な

り
ま
し
た
。

ボ
ー
リ
ン
グ
の
ベ
ス
ト
ス
コ
ア

は
２
９
９
。グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

は
市
民
体
育
祭
個
人
の
部
で
３

回
の
優
勝
経
験
が
あ
り
、ス
コ

ア
は
常
時
10
台
で
す
。

大
好
き
な
塗
り
絵
は
、認
知

症
予
防
に
な
っ
て
い
ま
す
。今

後
、高
齢
者
大
学
で
広
め
て
い

く
予
定
と
の
こ
と
。ま
た
、毎
朝

５
時
か
ら
行
う
天
声
人
語
の
書

き
写
し
は
日
課
で
す
。

活
動
的
か
つ
情
熱
的
な
安
川

さ
ん
。安
川
さ
ん
の
お
父
さ
ん

が
１
０
７
歳
で
亡
く
な
っ
た
の

で
、目
標
は
１
０
８
歳
ま
で
生

き
る
こ
と
で
す
。長
男
夫
婦
と

孫
３
人
の
大
好
き
な
家
族
に
囲

ま
れ
て
、今
日
も
自
分
に
で
き

る〝
努
力
〞
を
続
け
て
い
き
ま

す
。

安川　昭雄さん
（さつき町）（92歳）

～好きな言葉は“努力”～
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健康の秘訣は体を動かすこと
「
趣
味
は
柔
道
と
民
生
委
員

活
動
」

赤
穂
市
柔
道
協
会
の
会
長
を

務
め
る
池
田
さ
ん
は
、加
里
屋
新

町
の
青
少
年
武
道
館
で
子
ど
も

た
ち
を
週
３
回
、そ
の
他
に
も
赤

穂
中
、赤
穂
東
中
生
徒
を
月
４

回
指
導
し
て
い
ま
す
。「
柔
道
は

教
育
で
す
。あ
い
さ
つ
の
で
き
る

礼
儀
正
し
い
子
、相
手
の
気
持
ち

の
分
か
る
優
し
い
子
、強
く
な
り

た
い
と
い
う
向
上
心
を
持
っ
た

子
を
育
て
て
い
き
た
い
」と
の
こ

と
。自
身
も
63
歳
の
と
き
か
ら

日
本
ベ
テ
ラ
ン
ズ
国
際
大
会
に

14
年
連
続
で
出
場
し
、優
勝
４

回
、準
優
勝
５
回
と
上
位
の
常

連
で
す
。「
仕
事
な
ど
辛
い
こ
と

が
あ
っ
て
も
、耐
え
る
こ
と
が
で

き
る
体
力
や
精
神
の
強
さ
を
柔

道
で
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」。

民
生
委
員
は
７
期
21
年
務
め

て
、今
年
11
月
末
で
定
年
に
な
り

ま
す
。「
人
に
頼
り
に
さ
れ
る
こ

と
を
心
意
気
に
感
じ
て
、一
生
懸

命
し
て
き
ま
し
た
。自
分
の
勉
強

に
な
り
ま
し
た
」定
年
は
淋
し
く

な
い
で
す
か
？
と
の
問
い
に
は
、

「
す
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
か
ら
」と
笑
顔
で
応
え
て
く
れ

ま
し
た
。

毎
日
大
ビ
ン
１
本
の
ビ
ー
ル

と
1.5
合
の
お
酒
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。タ
バ
コ
は
「
お
父
さ
ん
止
め

て
」と
の
子
ど
も
の
言
葉
で
、50

歳
の
誕
生
日
に
禁
煙
し
ま
し
た
。

常
に
物
事
を
前
向
き
に
捉
え

る
よ
う
に
し
て
お
ら
れ
、「
人
生

の
中
で
今
が
一
番
楽
し
い
」と
の

こ
と
。

最
後
に
、数
年
前
に
金
婚
式
を

迎
え
た
奥
様
に
ひ
と
こ
と
。「
こ

ん
な
男
に
つ
い
て
き
て
く
れ
て

感
謝
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も

末
長
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」。

池田　正男さん
（上仮屋）（76歳）

～継続は力なり～

健康の秘訣は毎日の体のケア

日
本
舞
踊
・
社
交
ダ
ン
ス
・

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
・
高
齢
者
大

学
の
コ
ー
ラ
ス
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
・
高
齢
者
大
学
の
輪
踊
り…

。

た
く
さ
ん
の
趣
味
を
持
っ
て
い
る

木
村
さ
ん
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず

走
り
回
っ
て
い
ま
す
。日
本
舞
踊
・

社
交
ダ
ン
ス
・
輪
踊
り
は
先
生

と
し
て
地
域
の
方
々
を
指
導
し

て
お
ら
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

で
は
今
年
の
市
民
体
育
祭
個
人

の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。
後
任

を
育
て
な
け
れ
ば
、
と
の
思
い

が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
地
区
の

方
か
ら
「
い
つ
ま
で
も
先
生
と

し
て
教
え
て
ね
」
と
言
わ
れ
て

お
り
、「
私
の
よ
う
な
未
熟
な
人

間
に
付
い
て
き
て
く
れ
る
周
り
の

み
ん
な
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
」
と
の
こ
と
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
中
、
何
度
も
「
感
謝
し
て

い
る
」
と
話
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
印
象
的
で
し
た
。

　

塩
屋
地
区
敬
老
会
に
木
村
さ

ん
の
日
舞
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今

年
の
演
目
は「
赤
穂
城
明
け
渡
し
」

で
、
練
習
に
熱
が
入
り
ま
す
。

体
調
が
少
し
で
も
悪
い
と
感
じ

た
ら
早
め
早
め
の
受
診
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。
毎
晩
１
０
０
回
の
腹

筋
運
動
を
欠
か
さ
な
い
等
、
体
の

ケ
ア
に
は
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

寝
床
に
つ
い
た
ら
三
分
も
経
た
ず

に
朝
ま
で
ぐ
っ
す
り
。
ト
イ
レ
に

起
き
る
こ
と
も
な
い
そ
う
で
す
。

「
た
だ
い
ま
」「
行
っ
て
き
ま
す
」

を
何
度
も
言
う
ほ
ど
出
か
け
て
い

ま
す
が
、
買
物
・
調
理
な
ど
、

家
事
も
一
切
手
を
抜
き
ま
せ
ん
。

ご
主
人
に
よ
る
と
、
料
理
の
腕
前

は
プ
ロ
並
み
、
と
の
こ
と
で
す
。

「
何
歳
に
な
っ
て
も
挑
戦
す
る
気

持
ち
・
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
、
今
で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命

が
ん
ば
り
ま
す
」
と
力
強
く
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

木村　勝代さん
（塩屋）（81歳）

～周りの皆さんに感謝～

社協の高齢者福祉サービスの紹介社協の高齢者福祉サービスの紹介

ご相談は…

赤穂市社会福祉協議会まで
TEL：42-1397
 FAX：45-2444

給食サービス事業給食サービス事業
　他人との交流の少ないひとり暮らし老人等
に、定期的に昼食弁当を配食し、安否確認を行
います。
　【対象者】ひとり暮らし老人（S.19.12.31生まで）
 高齢者夫婦等（S.14.12.31生まで）
　※同一自治会内に子どもがいる場合は対象外
　【実施日】地区により、年８回～１０回
　【利用料】１食３００円

介護保険事業介護保険事業
◆介護支援センター
介護や支援が必要であると認
定された方がその人らしい生活ができるよう
に、介護計画の作成をお手伝いします。
◆訪問介護事業所
高齢者や障がい者の身体介護・生活援助等の
身の回りの援助を行い、利用者の自立を支援
するホームヘルパーを派遣します。
◆小規模通所介護（デイサービス）
　　　　「ふれあいの家　わたしんち」
介護が必要な方が、自宅に近い環境で入浴・食
事等の介護、生活等についての相談、機能訓練
等を受けながら過ごすことができます。

介護特別食介護特別食
　栄養士によるカロリーを計算した減塩、減糖を
基本とした昼食を配食します。きざみ食、ミキ
サー食、おかゆ等の形状にも対応します。
　【対象者】介護特別食を希望する人
　【実施日】毎週月曜日・木曜日（祝日、年末年始除く）
　【利用料】１食４５０円

三世代交流もちつき大会三世代交流もちつき大会
　歳末たすけあい運動の一環として、各地区ま
ちづくり連絡（推進）協議会・一部自治会により
三世代が集い、もちつき大会や会食等で交流を
深め、対象者宅におもちを持って訪問し、交流を
深めます。
　【対象者】ひとり暮らし老人（S.19.12.31生まで）
 高齢者夫婦等（S.14.12.31生まで）
　【利用料】なし

移送サービス事業移送サービス事業
　日常生活において車いすを必
要とする障がい者や、要介護高齢
者の外出（通院等）を援助します。
　【対象者】常時車いすを利用している市民
 ※原則家族等の添乗者が必要
　【利用料】１回 1,000円（往復）

友愛訪問事業友愛訪問事業
　各地区まちづくり連絡（推進）協議会や民生委
員、地域福祉推進委員の皆さんが、対象者宅を
訪問し、交流を深めます。
　【対象者】ひとり暮らし老人（S.19.12.31生まで）
 高齢者夫婦等（S.14.12.31生まで）
　　　　　ねたきり老人・認知症老人
　【利用料】なし

地域の困りごと応援隊事業地域の困りごと応援隊事業

福祉用具貸与事業福祉用具貸与事業

　草抜きや窓ふき、重たい物の移動など、ちょっ
とした困りごとに対応し、住み慣れた地域で安
心して生活できる、助けあいの輪を広げます。
【対象者】
高齢者などに限らず、市内在住でちょっとした
困りごとを抱えている方

【支援内容】
家事（簡単な掃除、窓ふき、洗濯など）
暮らしのお手伝い（電球交換、草抜きなど）
※原則、依頼者もできる範囲で一緒に活動を
お願いします。

【利用料】１０分１００円
【利用可能日時】
月曜～金曜（祝日、年末年始除く）
午前８時～午後５時

　身体の不自由な人や高齢者、病気やケガ等で
日常生活に支障のある人に福祉機器の貸与を行
います。
　【貸与用具】車いす、電動ベッド、歩行器、
 ポータブルトイレ、シャワーチェア等
　【利用料】無料（電動ベッドのみ準備物が必要）
 ※原則修理費用は自己負担

P04　2Ｃ（スミとマゼンタ） P05　2Ｃ（スミとマゼンタ）
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健康の秘訣は体を動かすこと
「
趣
味
は
柔
道
と
民
生
委
員

活
動
」

赤
穂
市
柔
道
協
会
の
会
長
を

務
め
る
池
田
さ
ん
は
、加
里
屋
新

町
の
青
少
年
武
道
館
で
子
ど
も

た
ち
を
週
３
回
、そ
の
他
に
も
赤

穂
中
、赤
穂
東
中
生
徒
を
月
４

回
指
導
し
て
い
ま
す
。「
柔
道
は

教
育
で
す
。あ
い
さ
つ
の
で
き
る

礼
儀
正
し
い
子
、相
手
の
気
持
ち

の
分
か
る
優
し
い
子
、強
く
な
り

た
い
と
い
う
向
上
心
を
持
っ
た

子
を
育
て
て
い
き
た
い
」と
の
こ

と
。自
身
も
63
歳
の
と
き
か
ら

日
本
ベ
テ
ラ
ン
ズ
国
際
大
会
に

14
年
連
続
で
出
場
し
、優
勝
４

回
、準
優
勝
５
回
と
上
位
の
常

連
で
す
。「
仕
事
な
ど
辛
い
こ
と

が
あ
っ
て
も
、耐
え
る
こ
と
が
で

き
る
体
力
や
精
神
の
強
さ
を
柔

道
で
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」。

民
生
委
員
は
７
期
21
年
務
め

て
、今
年
11
月
末
で
定
年
に
な
り

ま
す
。「
人
に
頼
り
に
さ
れ
る
こ

と
を
心
意
気
に
感
じ
て
、一
生
懸

命
し
て
き
ま
し
た
。自
分
の
勉
強

に
な
り
ま
し
た
」定
年
は
淋
し
く

な
い
で
す
か
？
と
の
問
い
に
は
、

「
す
る
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
か
ら
」と
笑
顔
で
応
え
て
く
れ

ま
し
た
。

毎
日
大
ビ
ン
１
本
の
ビ
ー
ル

と
1.5
合
の
お
酒
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。タ
バ
コ
は
「
お
父
さ
ん
止
め

て
」と
の
子
ど
も
の
言
葉
で
、50

歳
の
誕
生
日
に
禁
煙
し
ま
し
た
。

常
に
物
事
を
前
向
き
に
捉
え

る
よ
う
に
し
て
お
ら
れ
、「
人
生

の
中
で
今
が
一
番
楽
し
い
」と
の

こ
と
。

最
後
に
、数
年
前
に
金
婚
式
を

迎
え
た
奥
様
に
ひ
と
こ
と
。「
こ

ん
な
男
に
つ
い
て
き
て
く
れ
て

感
謝
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も

末
長
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」。

池田　正男さん
（上仮屋）（76歳）

～継続は力なり～

健康の秘訣は毎日の体のケア

日
本
舞
踊
・
社
交
ダ
ン
ス
・

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
・
高
齢
者
大

学
の
コ
ー
ラ
ス
・
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
・
高
齢
者
大
学
の
輪
踊
り…

。

た
く
さ
ん
の
趣
味
を
持
っ
て
い
る

木
村
さ
ん
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず

走
り
回
っ
て
い
ま
す
。日
本
舞
踊
・

社
交
ダ
ン
ス
・
輪
踊
り
は
先
生

と
し
て
地
域
の
方
々
を
指
導
し

て
お
ら
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

で
は
今
年
の
市
民
体
育
祭
個
人

の
部
で
優
勝
し
ま
し
た
。
後
任

を
育
て
な
け
れ
ば
、
と
の
思
い

が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
地
区
の

方
か
ら
「
い
つ
ま
で
も
先
生
と

し
て
教
え
て
ね
」
と
言
わ
れ
て

お
り
、「
私
の
よ
う
な
未
熟
な
人

間
に
付
い
て
き
て
く
れ
る
周
り
の

み
ん
な
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
」
と
の
こ
と
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
中
、
何
度
も
「
感
謝
し
て

い
る
」
と
話
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
印
象
的
で
し
た
。

　

塩
屋
地
区
敬
老
会
に
木
村
さ

ん
の
日
舞
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
今

年
の
演
目
は「
赤
穂
城
明
け
渡
し
」

で
、
練
習
に
熱
が
入
り
ま
す
。

体
調
が
少
し
で
も
悪
い
と
感
じ

た
ら
早
め
早
め
の
受
診
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。
毎
晩
１
０
０
回
の
腹

筋
運
動
を
欠
か
さ
な
い
等
、
体
の

ケ
ア
に
は
注
意
を
払
っ
て
い
ま
す
。

寝
床
に
つ
い
た
ら
三
分
も
経
た
ず

に
朝
ま
で
ぐ
っ
す
り
。
ト
イ
レ
に

起
き
る
こ
と
も
な
い
そ
う
で
す
。

「
た
だ
い
ま
」「
行
っ
て
き
ま
す
」

を
何
度
も
言
う
ほ
ど
出
か
け
て
い

ま
す
が
、
買
物
・
調
理
な
ど
、

家
事
も
一
切
手
を
抜
き
ま
せ
ん
。

ご
主
人
に
よ
る
と
、
料
理
の
腕
前

は
プ
ロ
並
み
、
と
の
こ
と
で
す
。

「
何
歳
に
な
っ
て
も
挑
戦
す
る
気

持
ち
・
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
、
今
で
き
る
こ
と
を
一
生
懸
命

が
ん
ば
り
ま
す
」
と
力
強
く
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

木村　勝代さん
（塩屋）（81歳）

～周りの皆さんに感謝～

社協の高齢者福祉サービスの紹介社協の高齢者福祉サービスの紹介

ご相談は…

赤穂市社会福祉協議会まで
TEL：42-1397
 FAX：45-2444

給食サービス事業給食サービス事業
　他人との交流の少ないひとり暮らし老人等
に、定期的に昼食弁当を配食し、安否確認を行
います。
　【対象者】ひとり暮らし老人（S.19.12.31生まで）
 高齢者夫婦等（S.14.12.31生まで）
　※同一自治会内に子どもがいる場合は対象外
　【実施日】地区により、年８回～１０回
　【利用料】１食３００円

介護保険事業介護保険事業
◆介護支援センター
介護や支援が必要であると認
定された方がその人らしい生活ができるよう
に、介護計画の作成をお手伝いします。
◆訪問介護事業所
高齢者や障がい者の身体介護・生活援助等の
身の回りの援助を行い、利用者の自立を支援
するホームヘルパーを派遣します。
◆小規模通所介護（デイサービス）
　　　　「ふれあいの家　わたしんち」
介護が必要な方が、自宅に近い環境で入浴・食
事等の介護、生活等についての相談、機能訓練
等を受けながら過ごすことができます。

介護特別食介護特別食
　栄養士によるカロリーを計算した減塩、減糖を
基本とした昼食を配食します。きざみ食、ミキ
サー食、おかゆ等の形状にも対応します。
　【対象者】介護特別食を希望する人
　【実施日】毎週月曜日・木曜日（祝日、年末年始除く）
　【利用料】１食４５０円

三世代交流もちつき大会三世代交流もちつき大会
　歳末たすけあい運動の一環として、各地区ま
ちづくり連絡（推進）協議会・一部自治会により
三世代が集い、もちつき大会や会食等で交流を
深め、対象者宅におもちを持って訪問し、交流を
深めます。
　【対象者】ひとり暮らし老人（S.19.12.31生まで）
 高齢者夫婦等（S.14.12.31生まで）
　【利用料】なし

移送サービス事業移送サービス事業
　日常生活において車いすを必
要とする障がい者や、要介護高齢
者の外出（通院等）を援助します。
　【対象者】常時車いすを利用している市民
 ※原則家族等の添乗者が必要
　【利用料】１回 1,000円（往復）

友愛訪問事業友愛訪問事業
　各地区まちづくり連絡（推進）協議会や民生委
員、地域福祉推進委員の皆さんが、対象者宅を
訪問し、交流を深めます。
　【対象者】ひとり暮らし老人（S.19.12.31生まで）
 高齢者夫婦等（S.14.12.31生まで）
　　　　　ねたきり老人・認知症老人
　【利用料】なし

地域の困りごと応援隊事業地域の困りごと応援隊事業

福祉用具貸与事業福祉用具貸与事業

　草抜きや窓ふき、重たい物の移動など、ちょっ
とした困りごとに対応し、住み慣れた地域で安
心して生活できる、助けあいの輪を広げます。
【対象者】
高齢者などに限らず、市内在住でちょっとした
困りごとを抱えている方

【支援内容】
家事（簡単な掃除、窓ふき、洗濯など）
暮らしのお手伝い（電球交換、草抜きなど）
※原則、依頼者もできる範囲で一緒に活動を
お願いします。

【利用料】１０分１００円
【利用可能日時】
月曜～金曜（祝日、年末年始除く）
午前８時～午後５時

　身体の不自由な人や高齢者、病気やケガ等で
日常生活に支障のある人に福祉機器の貸与を行
います。
　【貸与用具】車いす、電動ベッド、歩行器、
 ポータブルトイレ、シャワーチェア等
　【利用料】無料（電動ベッドのみ準備物が必要）
 ※原則修理費用は自己負担

P04　2Ｃ（スミとマゼンタ） P05　2Ｃ（スミとマゼンタ）
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　多年にわたり社会に貢献されてきた方々を敬い、社協では、9月
2日（月）に、市内の百歳に到達された方々を訪問し、長寿の祝金
の贈呈を行いました。その方々に長寿の秘訣などのお話しをうかが
いましたので、ご紹介します。（対象者は、大正7年9月17日～大正
8年9月16日生まれの方）
　また、市内最高齢男性・女性・夫婦の方に、祝金の贈呈を行い
ました。
　その他にも、市内84歳の方442名の方に、橋寿のお祝いと
して記念写真を贈呈します。（対象者は、昭和9年9月17日～昭
和10年9月16日生まれの方）
　皆さん、いつまでもお元気で、長生きしてください。

中谷　利男 さん （加里屋：大正8年1月30日生まれ）
　若い頃は、社交ダンス・陶芸・ゲートボール・盆栽と多趣
味でした。タバコ、お酒は一切飲まず、食事の好き嫌いは
ありません。
　子ども、孫、ひ孫に囲まれながら、おだやかに生活して
います。いつもニコニコしている中谷さん。大好きな甘い
ものとコーヒーを欠かさず、赤穂市最高齢夫婦となった
奥さま（2ページ参照）とのおしゃべりが日課です。

榊　おりん さん （上仮屋南：大正8年3月23日生まれ）
　「隣に住んでいるお嫁さんにお世話になりながら、
ひとり暮らしを謳歌しています」。
　若い頃は働き者で畑仕事が日課でした。「草抜き
ばっかりしていました」とのこと。親切で気立てが良い
と評判の榊さん。近所の公園のトイレ掃除をボラン
ティアで何十年もしていました。カラオケ好きで、うな
ぎとアナゴ料理は苦手です。

中原　益美 さん （板屋町：大正8年6月2日生まれ）
　尾道出身でおしゃべり好きの中原さん。若い頃は、青
春18切符で友達と旅行することが趣味でした。また、読
書が大好きで一日一冊読破していました。お気に入りは
田辺聖子さん。読書好きが高じて、視覚障がい者への朗
読ボランティアやガイドヘルパーもしていました。
　甘いものに目がなく、今日もチョコレートのムースやゼ
リーを食べるのを楽しみにしています。

瓦谷　清子 さん （尾崎：大正8年2月18日生まれ）
　いつも明るくほがらかな瓦谷さん。くよくよしない性格
で、細かいことは気にしません。若い頃は旅行が大好き
で、北海道から九州まで全国各地を回りました。また、歌
や踊りの催し物も大好きで、青や紫、緑などのこだわりの
明るい色の衣裳を身にまとって必ず出席していました。
　赤穂が大好きとのこと。「今後ますます赤穂市が発展す
ることを祈っています」と穏やかに話してくれました。

大野　廣江 さん （清水町：大正7年12月13日生まれ）
　くよくよしない性格でのんびり屋の大野さん。女学校で
はバレーボールをしており、孫に教えてあげるほどの腕前
でした。歌番組と時代劇が大好きで、お気に入りは「水戸
黄門」。一週間のテレビ番組のチェックが習慣でした。
　きれい好きで、毎日のシャンプーは欠かさず、オーデコ
ロンを付けることを好んだおしゃれな一面も。大好物はお
寿司です。

中土井　四郎 さん （周世：大正8年7月20日生まれ）
　「体は小さいけど心は大きい」と話す中土井さん。ゲート
ボールでは「玉より早く走る」と言われる程、足が速くて有
名でした。食事の好き嫌いはなく、腹八分目で三食規則正
しく食べるようにしています。
　「長男夫婦が親切に良くしてくれるから、感謝で胸いっぱ
いです。何も望むことはない」と笑顔で話してくれました。

三浦　里江 さん （有年横尾：大正8年2月10日生まれ）
　宮崎出身の三浦さん。長男と同居するまでは養鶏場に勤めて
いました。和裁と編み物が得意で、趣味と実益を兼ね、着物をほど
いてちゃんちゃんこなどを作り、知り合いの方にプレゼントしてい
ました。
　「魚は何でも大好きです」95歳まで毎年娘のいる福岡に一人で
おいしい魚を食べに行っていたほど魚好きです。今は長男夫婦、
孫夫婦、ひ孫2人の家族に囲まれて、楽しく明るく過ごしています。

河上　房子 さん （木生谷：大正8年8月4日生まれ）
　真面目で几帳面で働き者の河上さん。学生時代は級長
を務めてリーダーシップを発揮していました。また、手先が
器用で、編み物などの手芸や花壇づくりが趣味でした。他
にも、オセロゲームは盤が擦り切れるほど大好きでした。
　魚料理やおはぎ、そうめんが大好物ですが、腹八分目に
注意しています。今日も孫が買ってくれた新しいオセロ盤
で楽しんでいます。

百歳のお誕生日おめでとうございます!

P07　2Ｃ（スミとマゼンタ） P06　2Ｃ（スミとマゼンタ）
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　多年にわたり社会に貢献されてきた方々を敬い、社協では、9月
2日（月）に、市内の百歳に到達された方々を訪問し、長寿の祝金
の贈呈を行いました。その方々に長寿の秘訣などのお話しをうかが
いましたので、ご紹介します。（対象者は、大正7年9月17日～大正
8年9月16日生まれの方）
　また、市内最高齢男性・女性・夫婦の方に、祝金の贈呈を行い
ました。
　その他にも、市内84歳の方442名の方に、橋寿のお祝いと
して記念写真を贈呈します。（対象者は、昭和9年9月17日～昭
和10年9月16日生まれの方）
　皆さん、いつまでもお元気で、長生きしてください。

中谷　利男 さん （加里屋：大正8年1月30日生まれ）
　若い頃は、社交ダンス・陶芸・ゲートボール・盆栽と多趣
味でした。タバコ、お酒は一切飲まず、食事の好き嫌いは
ありません。
　子ども、孫、ひ孫に囲まれながら、おだやかに生活して
います。いつもニコニコしている中谷さん。大好きな甘い
ものとコーヒーを欠かさず、赤穂市最高齢夫婦となった
奥さま（2ページ参照）とのおしゃべりが日課です。
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はバレーボールをしており、孫に教えてあげるほどの腕前
でした。歌番組と時代劇が大好きで、お気に入りは「水戸
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　「魚は何でも大好きです」95歳まで毎年娘のいる福岡に一人で
おいしい魚を食べに行っていたほど魚好きです。今は長男夫婦、
孫夫婦、ひ孫2人の家族に囲まれて、楽しく明るく過ごしています。

河上　房子 さん （木生谷：大正8年8月4日生まれ）
　真面目で几帳面で働き者の河上さん。学生時代は級長
を務めてリーダーシップを発揮していました。また、手先が
器用で、編み物などの手芸や花壇づくりが趣味でした。他
にも、オセロゲームは盤が擦り切れるほど大好きでした。
　魚料理やおはぎ、そうめんが大好物ですが、腹八分目に
注意しています。今日も孫が買ってくれた新しいオセロ盤
で楽しんでいます。

百歳のお誕生日おめでとうございます!

P07　2Ｃ（スミとマゼンタ） P06　2Ｃ（スミとマゼンタ）
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　あと数カ月で今年も受験シーズンがやってきます。費用が足りなくて進学を諦めていませんか？
社会福祉協議会には、進学にまつわる費用の捻出が難しい低所得世帯の学生に対して、高等学校
や大学などへの入学に必要な費用、または在学中に必要な費用を貸与する制度があります。

次の３つの要件に全て当てはまる世帯が対象となります
①同一地域に６カ月以上居住している世帯
②低所得世帯（世帯の収入が市民税非課税程度）
③世帯内の学生の高等学校や大学などへの進学・在学にあたり、その学費の捻出のため、
　他からの融資を受けることが困難、または融資を受けても進学・在学が困難な世帯

対象となる世帯

●申請から貸付可否の決定までは１カ月から１カ月半程度かかります。早めにご相談ください。
●他の給付制度、貸付制度が利用できる場合は、その制度を優先してください。（一部例外あり）
●貸付には原則連帯保証人が必要です。（要相談）
●貸付を行っても必要な支払いが間に合わない際は貸付の対象外になります。
●申請・償還にあたり、民生委員児童委員による援助指導があります。

利用される際の留意点

将来の夢を応援！

高等学校や大学などへの入学時、または入学前に必要な
入学金・制服代などの費用
自宅からの通学が困難な場合の下宿・寮等の入居費用

○貸付限度額　　50 万円以内
○貸 付 期 間　　在学中

①就学支度費

高等学校や大学などの在学中に学校に納付する授業料、
教科書代、通学定期代などの費用

○貸付限度額　高等学校　　　　月額３５,０００円以内
　　　　　　　高等専門学校　　月額６０,０００円以内
　　　　　　　短期大学　　　　月額６０,０００円以内
　　　　　　　大学　　　　　　月額６５,０００円以内
○貸 付 期 間　在学中

②教育支援費

教育支援資金以外にも、低所得者や障がい者世帯、高齢者世帯への貸付もあります。（各種要件あり）
資金の種類によっては、赤穂市役所社会福祉課いきがい福祉係をご紹介することもあります。

※①②ともに措置（返済免除）期間は卒業月の翌月から６カ月以内、償還（返済）期間は20年以内です。

問合せ：社会福祉協議会　☎４２－１３９７

あこう福祉ニュース

ひと夏の思い出
８月４日（日）、赤穂市野外活動センターにてひとり親
家庭ふれあい事業「～夏の思い出～デイキャンプで
Go！」を開催しました。
当日はとても暑い日でしたが、参加した８組の親子

は、棒焼きパン作り、ＢＢＱ、かき氷、スイカ割り、焼き杉
作りなど夏休みの１日を元気いっぱい楽しみました。

 8月1日（木）いこいのひろば“たかお”
１５０名が参加し、そうめん流しやすいか割りで夏を
満喫しました。

8月11日（日）西町自治会（尾崎）
６１名が参加し、誰でも楽しめるゲームやかき氷、
ポップコーンなど、ミニ夏まつりを開催しました。

８月２１日（水）、兵庫信用金庫様より車いす２台を寄贈し
ていただきました。寄贈は９回目になります。寄贈された車
いすは、福祉用具貸与事業の備品として、市民の皆さんへ
無料で貸し出しし、活用させていただきます。ありがとう
ございました。      
  

善意の車いすの寄贈

夏休み！ 笑顔いっぱい三世代交流

８月３日（土）、「おもちゃライブラリー手作りおも
ちゃ教室」を開催しました。当日は親子約４０名が参
加し、“ねいちゃーフォトフレーム”を作りました。
木の枝や実を貼り付け、夏の思い出の写真を飾る
ステキな作品が出来上がりました。

世界に一つだけの作品！
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●委任預託

金一封

3,000

福祉のために

車椅子等借用御礼

加里屋中洲 株式会社Ｄ・Ｓあさひ

匿 名

住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容
（敬称略）

あなたのやさしさを善意の窓口へ―――

預託状況（8月1日～8月31日受付分）
あたたかい善意をありがとうございました

赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん

【一般相談】 9月11日（水） 9月25日（水）
 10月2日（水） 10月9日（水）
【弁護士相談】（要予約）　9月18日（水）
【カウンセラーによるこころの相談】（要予約）
 9月25日（水） 10月2日（水）
※相談は無料。
※時間はいずれも午後１時～５時までです。
＜問合せ先＞　　社協　☎42-1397

心配ごと相談所のご案内
（9月11日～10月9日まで）

本人が不在の時は、
介護保険サービスは使えません。

知っ得あんしん
知っ得あんしんし　    　とく
し　    　とく

みんなの介護保険みんなの介護保険

ＡＡ

※まずは担当ケアマネジャーにご相談ください。

●日　時 10月23日（水）
 午前８時15分出発
 午後６時帰着予定
●行き先 鳴門『鯛丸海月』、
 ハレルヤスイーツキッチン
●募集人数 ２４名※新規申込者優先
●対象者 在宅重度心身障がい者（児）
 ＜要介護者＞とその家族＜介護者＞
　※身体障害者手帳１・２級または療育手帳Ａの方
●参加費 おひとり２，５００円
●その他 介助ボランティアも同行します
 事前にご相談ください
●申　込 ９月２５日（水）から
 10月１日（火）の平日のみ

※受付時間は午前９時から
　午後５時まで
☎４２-１３９７または総合福祉
会館へご来館のうえ、お申込
みください

日頃、外出機会が少ない在宅重度心身障がい
者（児）とその家族（介護者）のリフレッシュや
交流を深めることを目的に実施！リフト付きバ
スのため車いすの方も安心です。

在宅重度心身障がい者（児）激励事業
鳴門の海を味わい、ケーキづくり
パティシエ体験の旅☆

在宅重度心身障がい者（児）激励事業
鳴門の海を味わい、ケーキづくり
パティシエ体験の旅☆

●日　時 10月21日（月）　
 午前10時30分～正午
●場　所 総合福祉会館
 ３階集会室
●講　師 赤穂市教育委員会 スポーツ推進課
 東　祐一郎　氏
●内　容 フライングディスク競技のひとつで、

91.5ｃｍの輪にいかにディスクを通
すかを競います。スポーツを通じボ
ランティア活動してみませんか！

●対　象 男性シニア世代（概ね55歳以上）
●定　員 15名
●参加費 無料
●申　込 ☎42-1397または総合福祉会館へ

ご来館のうえ、お申込みください
●締　切 10月15日（火）

男性シニア対象ボランティア養成講座
～アキュラシーを楽しもう！～
男性シニア対象ボランティア養成講座
～アキュラシーを楽しもう！～

●日　時 10月27日（日）　　　　
 午後１時３０分～３時３０分
●場　所 市民会館　2階　中会議室
●講　師 読話教室  岡恵子氏（言語聴覚士）
●受講料 無料
●申　込 氏名、年齢、性別、住所、電話、FAX

を下 記 情 報 センター へ電 話 又は
FAXでお申し込みください。

●問合せ・申込み
　兵庫県立聴覚障害者情報センター　読話教室担当
　☎ 078（805）4175 　FAX 078（805）4192
●締　切 9月30日（月）
※コミュニケーション保障
　要約筆記がつきますのでご安心ください。

中途失聴・難聴者のための
読話教室 参加者募集！
中途失聴・難聴者のための
読話教室 参加者募集！

兵庫県共同募金会会長より、共同募金運動に顕著な功績がある方に表彰状並びに
感謝状が贈呈されました。運動にご協力いただき、感謝いたします。 （敬称略）

《表　彰》
（協力員） 山下　周治 山下　豊行 虎津　禎一 丑田　洋二 大田　　登 川西　絹子
 戸田　一子

《感　謝》
（協力員） 辰濱　　洋 阪田　政弘 大西　　昌 吉田　直治 名和　滋浩 家根　　新
 葛島　好巳 清水　卓藏 北川　和夫 山口　千年 四井　繁生 山崎　正則
 清原　洋子 西野　照世 牧野　文子 船曳　令子 尾上　幸美 西畑　真美
 藤木　智代 宮﨑有美子 村阪やす子 藤田美和子 上住　　晃 山本　信行
 山本　陽三 橋本久美子 浮田　京子 中田　晴基 宮地　有子 山口　五月
 大道　訓敏 長安　利之 椎畑　廣美 松本なお子 石橋　洋子 中谷多加子
 目木かず代 米谷　徹志 澤田　正代 前川　道子 三橋あけみ 三木　良子
 東　　勝江 疊家　正昭 小出　貴也 髙田　寿也 林　　雅美 小河　大祐
 桐谷　光義 起塚　史章 宜川　京子 松井　時夫

あなたの不要な入れ歯が世界の子どもたちを救いますあなたの不要な入れ歯が世界の子どもたちを救います

ふれあいの家
わたしんちより

お知らせ

ふれあいの家
わたしんちより

お知らせ

　『NPO法人日本入れ歯リサイクル協会』では、入れ歯の金属部分に含まれる貴金属をリサイ
クルし、その収益をユニセフを通じて世界の子どもたちへの支援や、赤穂市内の地域福祉活
動の資金として活用する事業を行っています。
　一つの入れ歯ではお金に換えるほどの量にはなりませんが、皆さんのご協力で回収できれ
ば、多くの貴金属が収集できます。
　回収箱は、総合福祉会館ロビーに設置されています。汚れを落とし、熱湯などで消毒をして
からお持ちください。
※金属の付いていない総入れ歯は回収できませんので、ご注意ください。

　当協議会が運営している
地域密着型通所介護事業所
「ふれあいの家わたしんち」
の営業日を９月１日から下記
のとおり変更しました。

（変更前）
　月曜日から土曜日
（変更後）
　月曜日から金曜日

　今後ともよろしくお願い
いたします。

Ｑ 家事援助（掃除、調理等）で
ヘルパーに来てもらっています。
急に出かける用事が出来たけど、
他の家族が家に居るのでそのまま
家事援助をしてもらうことはでき
ますか？

兵 庫県 共 同 募 金会会長  《 表 彰・感 謝 》

賛助会費  ありがとうございました
（敬称略）

【個人】 多田　憲子 後藤　和子 谷内　繁子
匿名１名

【法人】渡辺内科小児科医院 千 種 建 設 ㈱ ㈱ 備 生 本 店
㈱ 霜 野 組 赤穂市老人福祉施設協議会 ㈱ 魚 正
米谷歯科医院 ㈱ 原 鐡 工 所 匿名１件

福祉の拠点をみんなで支えてください。
（ 法人会費：5,000円、個人会費：2,000円、一般会費：500円 ）
賛助会費は、社会福祉協議会の貴重な財源です。安定した地域福祉事業の
充実や発展を図るためにも、皆様のあたたかい援助が必要です。ご協力を
お願いいたします。
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●委任預託

金一封

3,000

福祉のために

車椅子等借用御礼

加里屋中洲 株式会社Ｄ・Ｓあさひ

匿 名

住　　所 預　託　者 金　　額 預　託　内　容
（敬称略）

あなたのやさしさを善意の窓口へ―――

預託状況（8月1日～8月31日受付分）
あたたかい善意をありがとうございました

赤穂市善意銀行
マスコットキャラクター

ぜんい君 こころちゃん

【一般相談】 9月11日（水） 9月25日（水）
 10月2日（水） 10月9日（水）
【弁護士相談】（要予約）　9月18日（水）
【カウンセラーによるこころの相談】（要予約）
 9月25日（水） 10月2日（水）
※相談は無料。
※時間はいずれも午後１時～５時までです。
＜問合せ先＞　　社協　☎42-1397

心配ごと相談所のご案内
（9月11日～10月9日まで）

本人が不在の時は、
介護保険サービスは使えません。

知っ得あんしん
知っ得あんしんし　    　とく
し　    　とく

みんなの介護保険みんなの介護保険

ＡＡ

※まずは担当ケアマネジャーにご相談ください。

●日　時 10月23日（水）
 午前８時15分出発
 午後６時帰着予定
●行き先 鳴門『鯛丸海月』、
 ハレルヤスイーツキッチン
●募集人数 ２４名※新規申込者優先
●対象者 在宅重度心身障がい者（児）
 ＜要介護者＞とその家族＜介護者＞
　※身体障害者手帳１・２級または療育手帳Ａの方
●参加費 おひとり２，５００円
●その他 介助ボランティアも同行します
 事前にご相談ください
●申　込 ９月２５日（水）から
 10月１日（火）の平日のみ

※受付時間は午前９時から
　午後５時まで
☎４２-１３９７または総合福祉
会館へご来館のうえ、お申込
みください

日頃、外出機会が少ない在宅重度心身障がい
者（児）とその家族（介護者）のリフレッシュや
交流を深めることを目的に実施！リフト付きバ
スのため車いすの方も安心です。

在宅重度心身障がい者（児）激励事業
鳴門の海を味わい、ケーキづくり
パティシエ体験の旅☆

在宅重度心身障がい者（児）激励事業
鳴門の海を味わい、ケーキづくり
パティシエ体験の旅☆

●日　時 10月21日（月）　
 午前10時30分～正午
●場　所 総合福祉会館
 ３階集会室
●講　師 赤穂市教育委員会 スポーツ推進課
 東　祐一郎　氏
●内　容 フライングディスク競技のひとつで、

91.5ｃｍの輪にいかにディスクを通
すかを競います。スポーツを通じボ
ランティア活動してみませんか！

●対　象 男性シニア世代（概ね55歳以上）
●定　員 15名
●参加費 無料
●申　込 ☎42-1397または総合福祉会館へ

ご来館のうえ、お申込みください
●締　切 10月15日（火）

男性シニア対象ボランティア養成講座
～アキュラシーを楽しもう！～
男性シニア対象ボランティア養成講座
～アキュラシーを楽しもう！～

●日　時 10月27日（日）　　　　
 午後１時３０分～３時３０分
●場　所 市民会館　2階　中会議室
●講　師 読話教室  岡恵子氏（言語聴覚士）
●受講料 無料
●申　込 氏名、年齢、性別、住所、電話、FAX

を下 記 情 報 センター へ電 話 又は
FAXでお申し込みください。

●問合せ・申込み
　兵庫県立聴覚障害者情報センター　読話教室担当
　☎ 078（805）4175 　FAX 078（805）4192
●締　切 9月30日（月）
※コミュニケーション保障
　要約筆記がつきますのでご安心ください。

中途失聴・難聴者のための
読話教室 参加者募集！
中途失聴・難聴者のための
読話教室 参加者募集！

兵庫県共同募金会会長より、共同募金運動に顕著な功績がある方に表彰状並びに
感謝状が贈呈されました。運動にご協力いただき、感謝いたします。 （敬称略）

《表　彰》
（協力員） 山下　周治 山下　豊行 虎津　禎一 丑田　洋二 大田　　登 川西　絹子
 戸田　一子

《感　謝》
（協力員） 辰濱　　洋 阪田　政弘 大西　　昌 吉田　直治 名和　滋浩 家根　　新
 葛島　好巳 清水　卓藏 北川　和夫 山口　千年 四井　繁生 山崎　正則
 清原　洋子 西野　照世 牧野　文子 船曳　令子 尾上　幸美 西畑　真美
 藤木　智代 宮﨑有美子 村阪やす子 藤田美和子 上住　　晃 山本　信行
 山本　陽三 橋本久美子 浮田　京子 中田　晴基 宮地　有子 山口　五月
 大道　訓敏 長安　利之 椎畑　廣美 松本なお子 石橋　洋子 中谷多加子
 目木かず代 米谷　徹志 澤田　正代 前川　道子 三橋あけみ 三木　良子
 東　　勝江 疊家　正昭 小出　貴也 髙田　寿也 林　　雅美 小河　大祐
 桐谷　光義 起塚　史章 宜川　京子 松井　時夫

あなたの不要な入れ歯が世界の子どもたちを救いますあなたの不要な入れ歯が世界の子どもたちを救います

ふれあいの家
わたしんちより

お知らせ

ふれあいの家
わたしんちより

お知らせ

　『NPO法人日本入れ歯リサイクル協会』では、入れ歯の金属部分に含まれる貴金属をリサイ
クルし、その収益をユニセフを通じて世界の子どもたちへの支援や、赤穂市内の地域福祉活
動の資金として活用する事業を行っています。
　一つの入れ歯ではお金に換えるほどの量にはなりませんが、皆さんのご協力で回収できれ
ば、多くの貴金属が収集できます。
　回収箱は、総合福祉会館ロビーに設置されています。汚れを落とし、熱湯などで消毒をして
からお持ちください。
※金属の付いていない総入れ歯は回収できませんので、ご注意ください。

　当協議会が運営している
地域密着型通所介護事業所
「ふれあいの家わたしんち」
の営業日を９月１日から下記
のとおり変更しました。

（変更前）
　月曜日から土曜日
（変更後）
　月曜日から金曜日

　今後ともよろしくお願い
いたします。

Ｑ 家事援助（掃除、調理等）で
ヘルパーに来てもらっています。
急に出かける用事が出来たけど、
他の家族が家に居るのでそのまま
家事援助をしてもらうことはでき
ますか？

兵 庫県 共 同 募 金会会長  《 表 彰・感 謝 》
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■ 編集後記 ■

「あこう社協だより」は、赤い羽根共同募金の配分金で作成しています。

あこう社協だよりあこう社協だより
（No.54）

ご意見・問合せは ホームページもぜひご覧ください！

社会福祉法人 赤穂市社会福祉協議会　
〒678-0232 赤穂市中広267番地
電話 0791-42-1397
FAX 0791-45-2444
E-mail　ako-shakyo@ako-shakyo.jp 検索検索赤穂市社協

2019年9月
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みんなの
　　介護保険
みんなの
　　介護保険

【要支援の方】【非該当の方】
要支援の方は介護予防・日常生活支援総合事業が利用できます。サービ
スを利用する場合は、介護予防ケアプラン（介護予防サービス計画）の作
成が必要です。また、非該当の方でも、サービス利用ができる場合もあり
ます。まずは地域包括支援センターへご相談ください。

【要介護の方】
要介護の方は介護保険の介護サービスが利用できます。サービスを利用す
る場合はケアプラン（介護サービス計画）の作成が必要です。ケアプランはケ
アマネジャーが作成します。まずはケアマネジャーのいる居宅介護支援事業
者（赤穂市内に11の事業所があります）へご相談ください。

●介護が必要になったら？
→６５歳以上の人は、まず申請が必要です。また、４０
歳から６４歳で医療保険に加入している方は、加齢に
伴う病気（がん末期、関節リウマチなど１６種）によっ
て介護が必要と認められれば、要介護認定を受けら
れます。

●申請の方法は？
→本人または家族が、市役所介護保険課の窓口で申請
をします。申請が出されると、調査員の訪問調査やかか
りつけ医の意見書をもとに、要介護認定が行われます。

祝敬老　長寿の輝き・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２Ｐ
社協の高齢者福祉サービスの紹介・・・・・・・・・・・・・５Ｐ
百歳のお誕生日おめでとうございます・・・・・・・・・６Ｐ
教育支援資金をご存じですか・・・・・・・・・・・・・・・・・・８Ｐ
あこう福祉ニュース・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９Ｐ
シニアボランティア養成講座
在宅重度心身障がい者（児）激励事業
心配ごと相談所日程・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０Ｐ
知っ得あんしんみんなの介護保険Ｑ＆Ａ・・・・・・１１Ｐ
ちょっといい話
貸衣裳事業～新作衣裳のご紹介～・・・・・・・・・・・１２Ｐ

（特集）未来を担う子どもたちに
『今私ができること』・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2Ｐ
（サロン紹介）いきいきサロン元塩
生活支援コーディネーター活動日誌・・・・・・・・・・・・6Ｐ
あこうのホッとな人 No.21・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7Ｐ
介護保険事業＆障がい者総合支援事業のご案内・・・8Ｐ
講座募集のお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10Ｐ
福祉のつどい開催！・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・11Ｐ
ちょっといい話
知っ得あんしんみんなの介護保険・・・・・・・・・・・・12Ｐ

平成30年度 社協の予算と事業計画 ・・・・・・・・・・・2Ｐ
平成３０年度 新規・拡充事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4Ｐ
赤穂市社協の５カ年構想
『第２次地域福祉推進計画』を策定しました！・・・・6Ｐ
Let'sボランティア第8号・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8Ｐ
まち発見！あこう福祉ニュース・・・・・・・・・・・・・・・・10Ｐ
（サロン紹介）西町なかよし会・・・・・・・・・・・・・・・・11Ｐ
知っ得あんしん みんなの介護保険
ちょっといい話・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12Ｐ

シリーズ　知っていますか？社協の事業
～生活支援コーディネーター　編～・・・・・・・・・・・・2Ｐ
あこうのホッとな人 No.19・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3Ｐ
赤い羽根共同募金・歳末たすけあい運動
今年度もご協力ありがとうございました！・・・・・・・4Ｐ
まち発見！あこう福祉ニュース・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5Ｐ
（サロン紹介）喜楽会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6Ｐ
知っ得あんしん　みんなの介護保険　No.９・・・7Ｐ
ちょっといい話
春の貸衣裳予約会・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8Ｐ

介護サービスを利用するためには、まず市へ申請を行います。市へ申請をすると調査員に
よる認定調査が行われます。聞き取りにより暮らしぶりや現況について確認され、主治医
の意見書と共に介護認定審査会において要介護認定がおります。
要介護認定は、身体状況に応じ「要介護 1～ 5」「要支援 1・2」「非該当」の区分に分かれ
ます。

目
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No.22

Ｑ．活動を始めたきっかけは？
Ａ．「子どもたちのいきいきとした姿を村の人に知ってもらいた
い」子ども会役員をした時にそう思い、子ども会の広報紙を作っ
たのが始まりです。子ども会会員の家だけに配布していました
が、その後、自治会の広報紙も作ることとなり、両紙とも全戸配
布されるようになりました。

Ｑ．活動をしていてうれしかったことは？
Ａ．子どもたちの作文や活動などを載せた時、子や孫と住んでい
ないおばあさんたちの、「これはどこの子や？」「誰それさんち
の孫やがな」というような話題が聞かれたことです。また、子ど
もからおじいさんおばあさんまでいろんな人に会えることがなに
より楽しい。子どもには子どもの目線で、年上の方には敬意を
持って出会いを楽しんでいます。

Ｑ．これからの目標は？
Ａ．活動が生活のリズムの中にあり、時期に合わせて体が自然と
動きます。振り返れば、月１回の発行をこれまで一度も休んだこ
とはなく、続けることが一つの自分の健康法かもしれません。よ
どむことのない空気の存在でありたいです。

　今回は、もうすぐ４００号を迎える自治会広報紙「ふくうら」の発
行に携わっている吉栖さんにお話を聞きました。

神出鬼没の一匹狼
吉栖清美さん（福浦本町）
よしずみ

　7月15日（日）、つばき公園にて駅北自治
会主催の三世代交流カレーづくりが実施さ
れ、約90名が参加しました。グラウンドゴル
フや輪投げを楽しんだ後、みんなで作ったカ
レーを食べながら交流しました。
　イチからカレー作りに参加した、射延直澄
くんと吉松智樹くん（ともに小６）は、「野菜を
切ったり準備は大変だったけど、長寿会（老
人会）の人とも仲良くなれて良かったです」と
話していました。

　一昨年に実施した出会いの広場事業で出会ったカップルより、成婚の報告があり
ました。平成２５年からこの事業を開始し、成婚の報告第３号です。当協議会より記
念品を贈呈させていただきました。
　心よりお二人の末永い幸せをお祈り申し上げます。おめでとうございました。 （ち）
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れ

か
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。２

０
０
字
程
度
に
ま
と
め
て

く
だ
さ
い
。

※

送
付
先
は
、下
記
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

振袖 ゲストドレス

　貸衣裳室では、上記以外にも婚礼衣裳、七五三衣裳、長寿祝着など、数多くの種類
を取り揃えています。ぜひ一度お越しいただき、ご覧ください。

●貸衣裳受付時間
　月～金曜日（祝日を除く）　　午前９時～午後５時
　第１・第３土曜日（祝日を除く） 午前９時～正午
●場　所
　総合福祉会館　2階貸衣裳室

貸衣裳事業の収益金は地域福祉活動
の貴重な財源となっています。

※料金の詳細については、社協ホーム
ページまたは貸衣裳室（☎42-1397）で
ご確認ください。

留袖

9月から
facebookを
始めました！

　8月25日（日）、海の駅「しおさい市場」に
おいて、小島自治会主催による「三世代交流
ふれあい夏まつり」が開催され、住民５８名が
参加しました。その中で、三世代混合班対抗
輪投げ大会が実施され、各々の投げ方で高
得点の的を狙いました。
　「子どもは地域の宝です。地域のみんなで
過ごした今日が、良い思い出になれば」と酒
井増二自治会長は話していました。
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